


上場の文化財(1)

昭和 56年 3月

佐賀県教育委員会



はじめに

この調査報告書は、佐賀県農業基盤事業の施行に先がけて、国庫補助金を得

て実施した確認調査の記録であります。

東松浦上場地方は、火山灰の堆積が貧弱であり、遺跡の遺構や遺物包含層が

流出してしまっている個所が多くありますが、全国でも有数の旧石器時代から

縄文時代の遺跡群地帯であり、その数は1，000個所にものぽると推定されます。

ここでは、昭和52年度以来、上場地方で県教育庁文化課が調査してきた旧石

器時代・縄文時代の10遺跡の概要、遺跡の保存地域について報告します。また、

上場地方においては、 20数年来、踏査や発掘調査が地道に続けられてきていま

すが、上場の旧石器・縄文時代を総合的に理解するために、遺跡の概要をまと

めてみました。

尚、調査及び資料提供につきましては、文化庁、九州農政局上場水利事業所、

県農林部をはじめ、関係機関、関係諸氏の御協力をいただき、ここに厚くお礼

を申し上げます。

おわりに、本報告書の御活用を期待して発刊のことばといたします。

昭和56年3月31日

佐賀県教育委員会

教育長 古藤 浩
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唐
津
市

地
図
遺
跡
名

時
代
種
別

所
在
地

出
土

遺
物

備
考

番
号

00
1 
学
校
東
古
墳
群
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地
湊
大
字
神
集
島
字
宮
崎
27
79
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
石
鍍

唐
津
市
史
、
ま
つ
う
ら
復
干
IJ
9
号

古
績
中
期
前
葉
墳

墓
短
甲
、
鉄
刀
、
短
万
、
鉄
鉱
、
人
骨

00
2 
か
ぐ
め
じ
古
績

古
墳

11 
11 
字
か
ぐ
め
じ
27
61
須
恵
器
、
装
身
具
類

佐
賀
県
の
遺
跡

00
3 
鬼
塚
古
境
群

11 
M
 

H
 
字
鬼
療

金
環
、
玉
類
、
鉄
器
、
須
恵
、
器

唐
津
市
史

00
4 
鼓
古
噴
群

弥
生
、
古
墳

11 
湊
字
鼓

集
落
跡
、
墳
墓
、
弥
生
前
期
褒
棺
、
土
器
、
石
器
、
金
環
、
鉄
斧
、
須
恵
器
唐
津
市
史

00
5 
雲
透
B

縄
文
集
落
跡
尾
形
石
字
前
回

小
形
蟹
器
、
炉
跡
、
縄
文
系
土
器
片

県
教
委
、
唐
津
市
史

00
6 

11 
A
 
旧
石
器
遺
物
包
含
層

H
 

細
石
核
、
和
l片
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
鍍

県
教
委

00
7 
鳩
)11 

縄
文
、
弥
生
遺
物
散
布
地
鳩
川
字
長
部
回

石
鎌

00
8 
鳩
)11 

古
横

H
 
浦
字
門
前

土
師
器
、
須
恵
器

県
遺
物
台
帳

00
9 
兎

田
旧
石
器

11 
枝
去
木
野
中
兎
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド

県
i置
物
台
帳
、
唐
津
市
史

01
0 
猿
ロ
|
面
器
縄
文
、
弥
生
中
期

H
 

11 
馬
部
字
猿
口

細
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
卜
¥
ス
ヲ
レ
イ
パ
一、
土
器
片

唐
ニ
中
資
料
室

01
1 
野

原
旧
石
器
、
縄
文

H
 
浦
字
野
原
雨
溜

円
柱
形
細
石
核
、
細
石
刃
、
円
錐
形
石
核
、
彫
器
、
石
銭
、
*
，
J片
銀
、
唐
ー
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

ス
ク
レ
イ
パ
一
、
石
核
、
ポ
イ
ン
ト
、
石
斧
、
極
器

む
3
01
2 
雨

溜
弥

生
11 

11 
土
器
、
石
器

11 

01
3 
校
去
木
伍
町
第
二
旧
石
器

11 
校
去
木
馬
部
19
15

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド
、
剥
片

県
遺
跡
台
帳

01
4 
校
去
木
分
校
入
口
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
層

H
 
字
平
山

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
核
、
台
形
石
器
、
船
底
形
石
器
、
石
刃
、
僚
形
紋
土
県
遺
跡
台
帳
、
唐
津
市
史
、
佐
賀

器
片
、
石
銀
、
押
型
文
土
器
片

県
の
遺
跡

01
5 
黒

龍
旧
石
器
遺
物
散
布
地

H
 
字
黒
竜

細
石
核
、
細
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
石
刃

唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

11 
縄

文
11 

11 
H
 

石
銭
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
石
錐
、

~J
片
銭
、
磨
石
、
磨
製
石
斧
、
土
峰
、
石
匙
県
遺
跡
台
帳
、
佐
賀
県
の
遺
跡

01
6 
女

山
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生

11 
11 
馬
部
女
山

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド
、
石
銭
、
布
痕
、
土
器
片

県
遺
跡
台
帳

01
7 
伍

町
弥

生
11 

H
 
馬
部
19
日

土
器
片

県
遺
跡
台
帳

01
8 
八
幡
溜
中
島
旧
石
器

11 
佐
志
字
八
幡

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
、
細
石
核
、
石
核

県
遺
物
台
帳

01
9 
八
幡
第
一

縄
文

11 
11 
11 

石
鍍

県
遺
跡
台
帳

02
0 

11
第
三

11 
11 

H
 

石
鍍

県
遺
跡
台
帳

02
1 

辻
旧
石
器

11 
校
去
木
矢
倉

石
斧
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
核
、
プ
レ
イ
ド
県
遺
跡
台
帳
、
佐
賀
県
の
遺
跡

02
2 
牟
田
辻

11 
11 

H
 
90
9 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド
、
台
形
石
器
、
剥
片
、
押
型
紋
土
器
県
遺
跡
台
帳
、
唐
津
市
史

H
 

縄
文
集
落
跡

11 
石
銀
、
打
製
石
斧
、
磨
製
石
斧
、
曽
畑
式
及
び
綱
目
紋
の
土
器
片

県
遺
跡
台
帳

02
3 
八
幡
社

11 
遺
物
散
布
地
佐
志
字
八
幡

石
鍍

県
遺
跡
台
帳

02
4 
松

尾
1日
石
器
、
縄
文

11 
11 
怯
尾

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
石
刃
、
石
悠

県
遺
跡
台
帳

02
5 

士E
土ヨ
r
 
回

旧
石
器
、
縄
文

11 
11 
吉
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ブ
レ
イ
ク
、
石
銀
、
押
型
文
土
器
、
半
磨
製
石
斧
、
石
飯
、
掻
器
県
遺
跡
台
帳



02
6 
佐
志
田
旧
石
器
墳

墓
佐
志
字
笹
野
尾

刃
器
状

~J
片
、
細
石
刃
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

佐
志
田

縄
文
遺
物
散
布
地

11 
尖
頭
状
石
器
、
石
飯
、
石
匙
、
石
錐

唐
二
中
資
料
室
、
佐
賀
県
の
遺
跡

02
7 
笹
の
尾
旧
石
器
遺
物
包
含
地

11 
ナ
イ
フ
、
彫
器
、
船
底
型
石
器
、
石
刃
、
細
石
刃
、
細
石
核
、
尖
頭
器
、
唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

刃
器
状
動
l片
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

H
 

縄
文

11 
11 

石
銀
、
石
匙
、
石
斧
、
装
飾
具
破
片
、
押
型
文
土
器
、
曽
畑
式
土
器
、
黒
川
式
土
器
、
唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

山
の
寺
式
土
器
、
尖
頭
状
石
器
、
領
器
、
磨
製
石
斧
、
磨
石

11 
弥

生
遺
物
散
布
地

11 
土
器
片
、
弥
生
中
期
土
器
、
石
器

県
遺
跡
台
帳
、
唐
海
市
史

02
8 
笹
の
尾
南

旧
石
器
、
縄
文

H
 

11 
ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
細
石
核
、
削
器
、
三
稜
尖
頭
器
、
石
銀
、
石
匙

02
9 
一
本
松

縄
文
、
弥
生

H
 
佐
志
字
一
本
松
49
0

石
斧
、
石
匙
、
石
自
庫
、
弥
生
土
器
片

県
遺
跡
台
帳

03
0 
一
本
格

旧
石
器
、
縄
文

11 
11
字
日
焼

石
刃
、
石
核
、
細
石
刃
、
石
銀
、
和
l片
銀
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

唐
二
中
資
料
室

03
1 
経

塚
弥
生
、
古
墳

11 
佐
志
田
大
字
佐
志
南
字
経
塚
37
42
弥
生
土
器
片
、
石
器
、
須
恵
器

県
遺
跡
台
帳

03
2 
一
本
松
南
旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生

H
 

11 
一
本
松
石
核
、
尖
頭
状
石
器
(5
a)
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
船
底
形
石
器
、
細
石
核
、
唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

磨
石
、
石
銀
、
石
斧
、
弥
生
土
器
片

03
3 

中
弥

生
H
 

11 
八
幡
町
遠
賀
川
、
須
玖
式
土
器
片

県
遺
物
台
帳

03
4 
石
ヶ
元

旧
石
器
、
縄
文

11 
11 

石
ヶ
元
細
石
刃
、
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
徹
、
半
磨
製
石
斧

唐
二
中
資
料
室

03
5 
妙

見
古

墳
墳

墓
西
唐
津
妙
見
70
22

須
恵
器
、
人
骨
、
鉄
万

県
遺
物
台
帳
、
唐
津
市
史

""" 
03
6 
中
ノ
瀬
2
号

万
11 

H
 
中
の
瀬
67
87

須
恵
器
、
鉄
器

県
遺
物
台
帳
、
唐
津
市
史

03
7 

11 
l
号

11 
H
 

11 
勾
玉
、
管
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
耳
環
、
直
万
、
万
子
、
鉄
銭
、
飽
、
鎌
、
県
遺
物
台
帳

鋤
先
、
須
恵
器
、
土
師
器

03
8 
中

山
11 

H
 
中
山
五
本
松
56
0

金
環
、
鉄
器
、
玉
類

県
遺
物
台
帳

03
9 
権
現
谷

H
 

H
 
西
唐
津
三
丁
目
権
現
谷
66
32
須
恵
器
、
装
身
具
、
金
環

県
遺
物
台
帳
、
唐
津
市
史

04
0 
タ
ワ
タ
シ

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地
佐
志
字
石
ヶ
元

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
石
刃
、
剥
片
、
石
銀
、
掻
器
、
磨
石
、
山
県
遺
物
台
帳
、
唐
津
市
史

の
寺
式
土
器

04
1 
橋
掛
田

旧
石
器
、
縄
文

11 
11
字
橋
掛
田

細
石
刃
、
U
7
レ
、
石
核
、
刃
器
状
剥
片
、
有
柄
石
銀
、
事
j片
銀
、
打
製
石
斧
唐
二
中
資
料
室
、
唐
津
市
史

04
2 
下

戸
古

墳
墳

墓
M
下
戸
14
38

土
師
器
、
管
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
土
器
、
石
銀
、
炉
跡

県
遺
物
台
帳

04
3 
世
包
熔
溜
旧
石
器
遺
物
散
布
地
11
字
橋
掛
田

細
石
刃
、
U
フ
レ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
(
切
出
し
形
)
、
ス
モ
ー
ル
プ
レ
イ
ド
唐
二
中
資
料
室

11 
縄
文
、
弥
生

H
 

11 
石
銀
、
横
形
石
匙
、
弥
生
土
器
片

県
遺
物
台
帳

04
4 
二
夕
子

古
墳
墳

基
二
夕
子
49
50
日
赤
病
院
内

須
恵
、
器

県
遺
物
台
帳

04
5 

惣
原
北
1
~
4
号

11 
11 
佐
志
字
惣
原
16
21

倣
製
珠
文
鏡
、
管
玉
、
小
玉
、
直
万
、
万
子
、
鉄
飯
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
県
遺
物
台
帳

須
恵
器
、
高
杯

04
6 
温
石
山
西

縄
文
、
弥
生
遺
物
散
布
地
菜
畑
字
温
石
山

尖
頭
状
石
器
、
弥
生
土
器
片
、
石
斧

04
7 
桜
の
馬
場

弥
生
後
期
墓

地
桜
馬
場
4
丁
目

方
格
規
矩
鏡
、
有
鈎
銅
割
11
、
巴
形
銅
器
、
広
鋒
銅
鉾
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
鉄
万
唐
津
市
史

04
8 
惣
原
南
1、
2号

古
墳
墳

墓
佐
志
惣
原
16
42

小
形
竪
穴
式
石
室
、
鉄
丹
、
管
玉
、
勾
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
鉄
剣
、
万
子
、
鎮
、
斧
県
遺
物
台
帳

04
9 
女
山
1
号

古
墳
墳

基
佐
志
字
井
尻
女
山

倣
製
四
獣
鏡
、
管
玉
、
ガ
ラ
ス
小
玉

県
遺
物
台
帳



05
0 
女
山
2
号

古
績
演

基
佐
志
字
井
尻
女
山

唐
津
市
史

05
1 
犬
の
馬
場

縄
文
遺
物
包
含
地
後
川
内
字
犬
の
馬
場

細
石
刃

唐
津
市
史

05
2 
菜

畑
縄
文
、
弥
生

11 
菜
畑
字
紙
円
寺
字
八
反
田

縄
文
、
弥
生
土
器
、
石
包
丁
、
石
斧
、
石
剣
、
骨
絡
器
、
木
製
品
、
獣
田
島
龍
太
氏
(
松
浦
文
連
)
、
瀬
戸

骨
、
炭
化
米

俊
春
氏

05
3 
一
中
前

弥
生
遺
物
散
布
地
町
田

石
包
丁
、
管
玉

瀬
戸
俊
春
氏

05
4 
西

浦
11 

11 
西
浦

土
器
片

唐
一
中

05
5 
寺

崎
11 

遺
物
包
含
地
神
田
町
大
字
西
浦
字
六
反
田
24
69
弥
生
式
中
・
後
期
土
器
片
、
須
恵
器

佐
賀
県
の
遺
跡

05
6 
松
浦
川
下
流

H
 

遺
物
出
土
地
百
人
町
松
浦
川
下
涜
佐
用
姫
岩
付
近
石
包
丁

佐
賀
県
の
遺
跡

05
7 
馬
場
野
ゴ
ル
フ
場
縄
文
、
弥
生
遺
物
散
布
地
竹
木
場
字
馬
場

山
形
押
型
文
土
器
、
弥
生
後
期
土
器
、
石
匙
、石
鎖
、
楕
円
押
型
文
土
器

唐
津
市
史

05
8 
東

山
旧
石
器

H
 
東
山
縫
城

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
核
、
和
l片
尖
頭
器

小
野
博
氏

05
9 

11 
弥
生
中
期
遺
物
包
含
地
11
山
口

土
器
片

06
0 
東
山
雨
溜

縄
文
遺
物
散
布
地
11
雨
溜

石
銀
、
J
1J
片
、
ナ
イ
フ
形
石
器

唐
津
市
史

06
1 
管
牟
田
5

11 
11 
管
牟
田
字
杉
谷

石
銀
、
J
1 J
片

県
教
委

06
2 
杉
谷
溜

H
 

11 
H
 

石
自
帳
、
石
斧

県
教
委

06
3 
管
牟
田
4

H
 

11 
H
 

石
銀
、
剣
片

県
教
委

06
4 
管
牟
田
3

弥
生
遺
物
散
布
地

H
 

弥
生
中
・
後
期
土
器
片

県
教
委
、
唐
津
市
史

に
n
06
5 

H
 
2
 
縄

文
11 

刀
石
核
、
石
銀
、
和
l片

県
教
委

06
6 
中

原
弥
生
(
前
、
中
期
)
遺
物
包
含
地
中
原

前
期
J
l
棺
、
中
期
土
器

唐
津
市
史

06
7 
荒

谷
旧
石
器
、
縄
文

11 
管
牟
田
字
荒
谷

曽
畑
式
土
器
、
石
銀
、
掻
器

唐
津
市
史
、
県
教
委

ω
8
 
管
牟
田
l

縄
文
遺
物
散
布
地

H
 
字
杉
谷

石
銭
、
剥
片

県
教
委

06
9 
熊
ノ
飾
北

旧
石
器
、
縄
文

11 
熊
ノ
峰

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
細
石
核
、
石
鍍

07
0 
減

原
弥、

生
遺
物
包
含
地
久
里
城
原

弥
生
土
器
片

07
1 
池
の
内
古
墳

古
墳
演

墓
久
里
大
字
池
の
内
字
倉
瀬
戸
!
f
棺
破
片

佐
賀
県
の
遺
跡

07
2 
中

尾
弥

生
墓

地
大
字
山
本
字
中
尾

勾
玉
、
管
玉
、
細
形
銅
剣
、
中
期
蔓
棺
、
弥
生
中
・
後
期
土
器
、
石
器

佐
賀
県
の
遺
跡
、
唐
津
市
史

07
3 
竹

迫
旧
石
器
遺
物
包
含
地
大
良
字
竹
迫

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃

佐
賀
県
の
遺
跡

07
4 
名
場
越

H
 

11 
枝
去
木
大
字
名
場
越

ナ
イ
フ
形
石
器

佐
賀
県
の
遺
跡

07
5 
五
反
田

11 
11 

11 
大
字
馬
部
字
五
反
田
ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
プ
レ
イ
ド

佐
賀
県
の
遺
跡

07
6 
西
唐
津
海
底

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
出
土
地
西
唐
津
築
港

ナ
イ
フ
形
石
器
、
爪
形
文
土
器
、
曽
畑
式
土
器
、
隆
帯
文
土
器
、
阿
高
佐
賀
県
の
遺
跡

式
土
器
、
骨
器
、
ク
ル
ミ
、
シ
イ
、
獣
骨

07
7 
大
島
山
頂

11 
遺
物
散
布
地
大
島

蛋
白
石
製
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡

07
8 
十
連
溜

縄
文

11 
湊
町
字
十
連

石
銀
、
親
l片

佐
賀
県
の
遺
跡

07
9 
神

崎
縄
文
、
弥
生

11 
H
尾
形
石
字
神
崎

弥
生
後
期
土
器
片
、
石
鍍
、
石
斧

佐
賀
県
の
遺
跡

08
0 
見
借
第
一
号

11 
遺
物
包
含
地
見
倍
大
字
総
ノ
木
天
神
山
39
80
弥
生
式
土
器
片

佐
賀
県
の
遺
跡

08
1 

11 
二
号

11 
遺
物
散
布
地
見
借
字
谷
口

弥
生
中
・
後
期
土
器
片

佐
賀
県
の
遺
跡



。、

三
号
地

山
下
町

赤
太
郎
茶
屋

呼
子
町

地
図
遺
跡
名

番
号

00
1 
加
部
島
VJI

00
2 
"
 III
 

00
3 
"
 V
I 

00
4 
"
 11 

00
5 

11 
V
 

00
6 
"
 

00
干
"
 IV
 

00
8 
友

崎

小
友
古
墳

00
9 
尾
の
上
古
墳
群

01
0 
大
友
蔓
棺

01
1 
大
友
B

01
2 
殿
の
浦
西

01
3 
大
友
古
墳

01
4 
愛

宕

01
5 
殿
の
浦
岡
B

01
6 
"
 A
 

01
7 
唐
津
北
高
北

01
8 
瓢

塚

01
9 
鉢
の
底
古
墳

02
0 
御
手
洗
古
漬

02
1 
狐

塚

02
2 
鬼
の
口
古
墳

02
3 
永
田
古
墳

02
4 
二
軒
霞
古
墳

02
5 
平
竹
古
墳

縄
文
、
弥
生

弥
生
中
期

H
後
期

時
{-¥: 

旧
石
器

縄
文

"
 
"
 
"
 
"
 
"
 

縄
文

古
演
中
期

古
境

弥
生

弥
生
中
期

縄
文

古
墳

縄
文

!
日
石
器

"
 

縄
文

古
墳

"
 
"
 
"
 
"
 
"
 
"
 
"
 

種
別

遺
物
散
布
地

"
 
"
 

M
 "
 
"
 
"
 
"
 

演
墓

均質
基

墓
地

遺
物
包
含
地

遺
物
散
布
地

境
墓

遺
物
散
布
地

"
 
"
 
"
 

墳
基

"
 
"
 
"
 
"
 
"
 
"
 
"
 

大
島
大
字
西
貯
炭
場

|
弥
生
中
・
後
期
土
器
片

山
下
町
大
字
5
丁
目
12
12
の
1
I須
玖
式
聾
繕

浦
字
赤
太
郎
62
27

弥
生
中
・
後
期
土
器
、
石
器

所
在
地

出
土

遺
物

加
部
島

ナ
イ
フ
形
石
器

"
 

石
鍍

H
 

石
鍍

"
 

石
鍍

H
 

石
鍍

H
 

石
銭
、
ニ
角
鍍

H
 

台
形
石
器
、
石
鍍

小
友

石
斧
、
石
銀
、
事
l片

小
友
友
崎

土
師
器
、
須
恵
器

尾
の
上

須
恵
器

大
友
畑
田
90
17
の
l

員
訓
(
イ
モ
貝
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
)
、
管
玉
、
丸
玉
、
貝
製
胸
飾

"
 

小
妻
、
土
器
片

字
殿
の
浦
西

石
斧

大
友

須
恵
器
片

愛
宕
町

石
銭
、
和
l片

字
殿
の
浦
岡

円
柱
型
細
石
核

"
 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃

"
 

石
斧
、
石
鍍

加
部
島
鉢
の
底

須
恵
器
、
鉄
万
、
鎗
先
、
鉄
万
子
、
鉄
鍍
、
勾
玉
、
管
玉
、
小
玉
、
銅
鏡
、
耳
環

加
部
島
刀

加
部
島

H
 
鉢
の
底

加
部
島

H
 

H
 

11 

佐
賀
県
の
遺
跡

佐
賀
県
の
遺
跡

佐
賀
県
の
遺
跡

備

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

ま
つ
う
ら
復
干
IJl
4号

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

大
友
遺
跡
概
報

ま
つ
う
ら
復
刊
12
号

瀬
戸
俊
春
氏

佐
賀
県
の
遺
跡

考



鎮
西
町

地
図
遺
跡
名

時
代
種
別

所
在
地

出
土

遺
物

備
考

番
号

00
1 
波
戸
大
平

縄
文
遺
物
散
布
地
波
戸
字
大
平

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
12
号
、
県
教
委

00
2 
大
平
B

古
境

11 
11 

須
恵
器
片

11 

00
3 
波

戸
H
 

11 
11
字
丸
尾

須
恵
器
片

00
4 
大
平
C

縄
文
、
弥
生
遺
物
包
含
地
波
戸
字
大
平

石
銭
、
石
斧
、
板
付
I
式
土
器
片

県
教
委

00
5 
井
樋
田
C
旧
石
器

11 
11 

舟
底
型
細
石
核

県
教
委

00
6 

11 
B
 
縄

文
11 

11 
石
銀
、
石
斧
、
石
匙
、
磨
石

県
教
委

00
7 

11 
A
 

11 
11 

11 
石
鎌

県
教
委

00
8 
永
田
A

11 
集
落
跡
名
護
屋
字
永
田

石
銀
、
石
匙
、
石
錐

県
教
委

00
9 
鳥
ノ
巣

縄
文
、
弥
生
墓

地
11 

石
銀
、
石
匙
、
石
錐
、
石
斧
、
弥
生
中
期
建
棺
、
領
器
、
石
包
丁
、
石
鎌

県
教
委
、
唐
津
市
史

01
0 
永
田
C

縄
文
、
古
墳
集
落
跡

11 
須
恵
器
、
石
銀
、
石
匙

県
教
委

01
1 

11 
B
 
縄

文
11 

11 
石
錐
、
石
銭
、
石
匙

県
教
委

01
2 
永
田
E
旧
石
器
遺
物
散
布
地

11 
台
形
様
石
器

01
3 
淀
野
丘

縄
文

11 
名
護
屋
淀
野

石
斧
、
石
鍍

-
:
)
 
01
4 
永
田
D

11 
集
落
地
名
護
屋
字
永
田

石
斧
、
石
鍍

01
5 
小
副
谷

縄
文
、
弥
生

丸
田
字
大
神

石
銭
、
石
包
丁
、
弥
生
土
器
片

01
6 
古

里
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地
名
護
屋
方
柄

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
石
.

01
7 
淀
野
海
岸

縄
文
後
期

11 
各
護
屋
淀
野

土
器
片
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

01
8 
中
野
V

縄
文

H
 
中
野
字
出
口

石
.

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

01
9 

11
羽

H
 

11 
11 

石
量
豊

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
0 
中
野
1
l
I
、
IV

11 
11 

11 
石
銀
、
刃
器
状
剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
1 
中

野
縄
文
、
弥
生
遺
物
包
含
地

11 
土
器
片
、
石
銭
、
石
斧
、
石
錐
、
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ド
、
磨
石
、
石
皿
県
教
委

02
2 

11 
II
の
A

11 
遺
物
散
布
地

11 
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
3 
中
野
鬼
塚

古
漬
墓

噴
中
野
字
村
前

須
恵
器
片

02
4 
中
野
I
の
B

縄
文
遺
物
散
布
地

11 
石
鍬

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
5 

11 
II
の
B

11 
H
 

11 
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
6 

11 
1
の
A

H
 

N
 

11 
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
7 
赤
木
I
の
B

H
 

H
 
大
字
赤
木

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
8 
"
 
1
の
A
"
 
"
 

11 
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

02
9 
横
竹
I

11 
H
 
績
竹

刃
器
状
事
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

03
0 

11 
II 

11 
11 

11 
石
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

03
1 
串
崎
A

11 
H
 
皐
字
串
崎

石
銭
、
石
斧
、
石
槍



03
2 
清
水
浜

縄
文
遺
物
散
布
地
野
元
字
清
水
浜

石
鍍
、
石
匙

03
3 
赤
松
海
岸

縄
文
後
期
晩
期
遺
物
包
含
地
石
室
字
赤
松

石
鍍
、
石
斧
、
石
錐
、
土
器
片
、
獣
骨

打
上
中

03
4 
赤
怯
B
旧
石
器
遺
物
散
布
地

H
 

石
刃
、
石
核

03
5 
清

水
縄

文
遺
物
散
布
地
野
元
字
清
水
釜
蓋

石
銀
、
石
斧

03
6 
山

頭
弥
生
中
期
墓

地
打
上
字
山
頭

JI
棺

03
7 
野
:n: 

縄
文
遺
物
散
布
地
野
元
字
前
回

石
鎖
、
剥
片

03
8 
回

頭
旧
石
器
"
 
打
字
田
頭

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
様
石
器
、

~J
片

原
口
決
泰
氏

03
9 
小
久
保

旧
石
器
、
縄
文
"
 
石
室
字
小
久
保

ナ
イ
フ
形
石
器
、
半
磨
製
石
斧
、
石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡

04
0 

堂
縄

文
"
 
野
元
字
鬼
木
一
堂

石
銀
、
石
匙

04
1 
山
田
平

H
 

"
 
石
室
字
山
田
平

石
銀
、

~J
片

04
2 
山
口
茶
屋
"
 

刀
菖
蒲
字
菖
蒲

石
自
腹

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

04
3 
中
川
原
旧
石
器
"
 
加
倉
字
中
川
原

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
磨
石
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

瀬
戸
俊
春
氏
、
唐
二
中

縄
文
、
弥
生

磨
製
石
鍍
、
弥
生
土
器
片

04
4 
"
 B
 
旧
石
器
"
 
"
 

細
石
核

04
5 
早
田
東

縄
文
"
 
菖
蒲
字
早
田

石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏

04
6 
藤

原
旧
石
器
、
縄
文
"
 
"
 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
細
石
刃
、
細
石
絞
、
石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏
、
唐
ー
中

。。
04
7 
槻

国
縄

文
"
 
石
室
字
棚
田

石
銀
、
親
l片

県
教
委

04
8 
丸

林
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地
"
字
丸
林

細
石
刃
、
石
銭
、
石
刃

11 

04
9 
早
田
南

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地
菖
蒲
字
早
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
凹
石
、
石
銀
、
石
錐

瀬
戸
俊
春
氏

05
0 
八
床
入
口

旧
石
器
、
縄
文
"
 
"
字
広
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
石
鍍

05
1 
八
床
l

縄
文
"
 
八
床
字
平
倉

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

05
2 
か
ん
ね
お
縄
文
晩
期
、
弥
生
中
期
集
落
地
岩
野
字
橋
/
元

土
器
、
石
鍍
、
石
匙
、
石
錐
、
無
l片

県
教
委

05
3 
畦
木
場

!
日
石
器
遺
物
散
布
地
石
室
畦
木
場

細
石
核
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
、
石
核

原
口
決
泰
氏

05
4 
畑
地
営
農
指
導
所
旧
石
器
、
縄
文
"
 
菖
蒲
字
榊
l頭

ナ
イ
フ
形
石
器
、
尖
頭
状
石
器
、
石
量
庫
、
掻
器
、
石
斧

唐
津
市
史
、
佐
賀
県
の
遺
跡

05
5 
畦
木
場
B
旧
石
器
遺
物
散
布
地
石
室
畦
木
場

細
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
モ
ー
ル
ス
ク
レ
イ
パ
ー

瀬
戸
俊
春
氏

05
6 

原
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地
高
野
字
原

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
14
号

05
7 
早

回
旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地
菖
蒲
字
早
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
刃
、
台
形
石
器
、
石
刃
、
石
鍍

原
口
決
泰
氏
、
瀬
戸
俊
春
氏

05
8 
轡

原
旧
石
器
"
 
高
野
字
原

細
石
刃
、
細
石
核
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
彫
器
、
石
核

瀬
戸
俊
春
氏

，
 

05
9 
馬
場
辻

縄
文

11 
馬
渡
島
字
馬
場
辻

石
鎌

多
久
工
校
郷
土
研
究
部
、
末
虚
国

06
0 
切

立
旧
石
器
遺
物
包
含
地

H
 
字
柳
の
谷

ナ
イ
フ
形
石
器
、
短
器
、
彫
器
、
石
核
、
プ
レ
イ
ド
、

~J
片

多
久
工
校
郷
土
研
究
部
、
末
虚
国

06
1 
平

石
縄

文
遺
物
散
布
地

H
 

石
匙

末
虚
国

06
2 
学
園
跡

弥
生
"
 

H
 
字
二
タ
松

弥
生
式
土
器
(
費
、
費
)
、
土
師
器

末
.
国

06
3 
赤
川
原

旧
石
器
、
縄
文

11 
八
床
字
平
倉

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ブ
レ
イ
ク
、
石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡

06
4 
員甚

鶴
弥

生
遺
物
包
含
地
塩
鶴
字
村
田

石
斧
、
土
器
片

佐
賀
県
の
遺
跡



玄
海
町

地
図
遺
跡
名

時
代
種
別

所
在
地

出
土

遺
物

備
考

番
号

00
1 
野
田
古
漬

古
墳
績

基
今
村
字
野
田

00
2 
岩
盛
古
墳
群

古
墳

H
 
普
音
寺
字
古
節
木

須
曹
、
器

佐
賀
県
の
遺
跡

00
3 
普
恩
寺

古
墳

11 
H
 
字
門
前

勾
玉

佐
賀
県
の
遺
跡

00
4 
花
の
木
旧
石
器
遺
物
散
布
地
諸
浦
字
入
川
内

ナ
イ
フ
形
石
器
、
親
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
8
号

00
5 
大

橋
縄
文
晩
期
遺
物
包
含
地
今
村
字
大
橋

土
器
片
、
石
鍍

県
教
委

00
6 
甲
頭
溜
東

縄
文
遺
物
散
布
地
普
恩
寺
字
塔
谷

石
銀
、
flJ
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

00
7 

H
 
西
部
遺
跡
群
旧
石
器
、
縄
文

11 
H
 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
U
フ
レ
、
刃
器
状
蜘
l片
、
円
盤
形
石
器
、
石
飯
、
石
ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

核
、
石
被
、
調
整
新
l片

00
8 
釜

差
縄

文
遺
物
包
含
地
今
村
字
釜
蓋

ス
ク
レ
イ
パ
ー

県
教
委

00
9 
甲
頭
溜
西

11 
遺
物
散
布
地
普
恩
寺
字
塔
谷

石
銀
、
事
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

01
0 

11 
南

旧
石
器
、
縄
文

11 
11 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
円
盤
形
石
器
、
石
刃
、
ス
ポ
ー
ル
、
石
核
、
石
銀
、
ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

刃
器
状
flJ
片

01
1 
値
賀
中
学
校
西
旧
石
器

11 
平
尾
字
敷
田

U
フ
レ
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
彫
器

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

ミD
01
2 
小
加
倉
北

縄
文

11 
小
加
倉
字
小
前
回

石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏

01
3 
平
尾
西
遺
跡
群
旧
石
器
、
縄
文

11 
平
尾
字
平
尾

ナ
イ
フ
形
石
器
、
U
7
レ
、
石
刃
、
円
盤
形
石
器
、
刃
器
状
事
l片
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

01
4 
相置

山
縄

文
11 

今
村
字
徳
山

石
槍
、
石
鍍

県
教
委

01
5 
大
橋
南

11 
H
 

H
字
大
橋

石
歯
車

瀬
戸
俊
春
氏

01
6 
小
加
倉
南
旧
石
器

11 
小
加
倉
字
小
前
回

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
、
石
核

瀬
戸
俊
春
氏

01
7 
浜
野
浦
岡

縄
文

11 
浜
野
浦
字
ク
ツ
越

石
鍍

01
8 

11 
B
(
浜
)

11 
11 

11 
字
浜

石
銀
、
石
鋸
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

01
9 
犬
吠
南
西

H
 

H
 
有
浦
下
字
犬
吠

flJ
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

02
0 
日
の
出
松
旧
石
器

H
 
有
浦
上
字
日
の
出
松

舟
底
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器

ま
つ
う
ら
復
刊
13
号

02
1 

11 
縄

文
H
 

11 
石
自
催
、
石
斧
、
石
匙

ま
つ
う
ら
復
刊
13
号

02
2 
花
の
木
旧
石
器

石
田
字
花
の
木

台
形
様
石
器
、
細
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
石
斧

ま
つ
う
ら
復
刊
8
号
、
唐
津
市
史

02
3 
高
岩
海
岸

縄
文
遺
物
散
布
地
仮
屋
字
高
岩

石
鍍

02
4 
わ
く
ど
岩
岩
陰

11 
遺
物
包
含
地
大
圏
字
大
石
元

石
銀
、
カ
ヌ
カ
イ
ト
製
flJ
片

02
5 
花
の
木
東
I

11 
遺
物
散
布
地
有
滴
下
字
前
回

刃
器
状
flJ
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号
、
第
5
遺
跡

02
6 

H
 
II 

11 
11 

11 
flJ
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号
、
第
6
遺
跡

02
7 
花
の
木
南

旧
石
器
、
縄
文

11 
H
 
花
の
木

彫
器
、
石
銀
、
商
IJ
器
、
石
刃

ま
つ
う
ら
復
耐
号
、
第
1
~
4
働

02
8 

11 
東
日
I

11 
11 

H
 
字
前
回

削
器
、
石
刃
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
石
斧
、
U
フ
レ

11 

02
9 
三
島
神
社

縄
文

11 
石
田
字
三
島

flJ
片



ト
~ c
コ

03
0 

03
1 

03
2 

03
3 

03
4 

03
5 

03
6 

03
7 

03
8 

03
9 

04
0 

04
1 

04
2 

04
3 

04
4 

04
5 

04
6 

04
7 

04
8 

04
9 

05
0 

05
1 

05
2 

05
3 

05
4 

05
5 

05
6 

05
7 

05
8 

05
9 

大
久
保

日
の
出
松
西

日
の
出
松
溜
A

大
平
北
第
2

日
の
出
松
溜
B

日
の
出
松
溜
C

大
平
北
第
l

諸
浦
溜

~t

11 
西

諸
浦
溜
南
第
二

諸
j甫
溜
第
一

二
枚
溜
北
西

11 
~t
 

11 
西

11 
北
東

轟
木
溜
西

大
島
溜
北

H
 
東

大
島
東
第
一

11 
第
四

11 
第
三

11 
第
一

野
高
山
西

野
高
山
西
(
第
一
)

湯
野
尾
下
溜
第
三

湯
野
尾
下
溜
第
二

11 
第
一

敷
田

牟
回

白
畑
西

縄
文
遺
物
散
布
地

旧
石
器

11 

11 
11 

縄
文

H
 

11 
11 

11 
11 

旧
石
器
、
縄
文

刀

縄
文

11 

旧
石
器

H
 

縄
文

H
 

旧
石
器

H
 

縄
文

H
 

旧
石
器
、
縄
文

H
 

縄
文

H
 

旧
石
器

H
 

11 
H
 

縄
文

11 

旧
石
器
、
縄
文

11 

縄
文

11 

11 
11 

旧
石
器

11 

縄
文

11 

旧
石
器

11 

H
 

11 

縄
文

H
 

11 
11 

旧
石
器

11 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地

旧
石
器
、
縄
文

11 

旧
石
器
遺
物
散
布
地

石
田
字
大
久
保

石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏

有
浦
上
字
ク
レ
石

台
形
石
器
、
台
形
様
石
器

11 
字
日
の
出
松

細
石
刃
、
石
刃
、
横
型
ス
ポ
ー
ル
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
字
滝
の
上

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
字
日
の
出
松

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

有
浦
上
字
日
の
出
松

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

藤
平
字
大
平

打
面
調
整
剥
片
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

轟
木
字
ー
の
坂

新
l片
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
字
尾
付

刃
器
状
剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
石
匙

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11
柳
山

刃
器
状
剥
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

牟
形
字
宇
土

石
鍍
、
ブ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号、
9号

11
字
稗
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ト
ラ
ピ
ゾ
イ
ド
、
グ
レ
イ
パ
一
、
細
石
刃
、
石
鎌
ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11
字
牧
の
地

剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

轟
木
字
成
川
原

U
7
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

牟
形
字
牧
地

U
7
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

団
代
字
平
床

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

田
代
字
水
谷

石
核
、
打
面
調
整
剥
l片
、
石
刃
、
自
1]
器
、
刃
器
状
新
l片
、
細
石
刃
、
石
ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

核
調
整
新
l片

牟
形
字
大
鳥

剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号
(
大
島
東
第
一
)

11 
探
切
器
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
石
核
、
彫
器
、
削
器
、
石
刃
、
刃
器
状
和
l片
、
細
石
刃
、
U
7
レ
まつ
うら
復
刊
16
号
(
大
島
東
第
一
)
I
 

11 
石
銭
、
剥
片
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号
(
大
島
第
二
)

11 
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃
、
刃
器
状
剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
打
面
調
整
剥
片
、
刃
器
状
製
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号
、
(
第
一
遺
跡
)

湯
野
尾
字
山
口

石
核

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

H
 

擦
切
器

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

11 
刃
器
状
*
'
]
片

ま
つ
う
ら
復
刊
16
号

普
恩
寺
字
上
の
口
11
54

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
様
石
器
、
サ
イ
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
、
石
鍍
佐
賀
県
の
遺
跡

小
加
倉
字
牟
田

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
土
器
片

佐
賀
県
の
遺
跡

有
浦
上
三
石

ナ
イ
フ
プ
レ
イ
ド
、
ト
ラ
ビ
ー
ズ
、
プ
レ
イ
ド

佐
賀
県
の
遺
跡



ドー‘ ド・
a

肥
前
町

地
図
遺
跡
名

番
号

00
1
 
納
所
小
北
部

00
2 
納
所
小
北
部
遺
跡
群

00
3
 
納
所
小
北
部

00
4 
納
所
小
北
部
遺
跡
群

∞
5
 

H
 

00
6 
納
所
小
北
部

∞
7
 
長
田
溜
西
遺
跡
群

00
8
 

11 

00
9 
納
所
字
荒
崎

0
10
 
納
所
小
西
遺
跡
群

0
11 

11 

01
2
 

11 

。13
長
田
溜
周
辺
遺
跡
群

01
4 
納
所
小
西
遺
跡
群

0
15
 
長
田
溜
周
辺
遺
跡
群

0
16
 
納
所
小
西
遺
跡
群

01
7
 
龍

回

。18
納
所
小
東
遺
跡
群

01
9
 

11 

02
0
 
西
七
津
江

02
1
 
山

中

02
2 
鶴
牧
北
部
第
VI

02
3 

11 

02
4
 

11 
第
111

02
5 

H
第
I
、
日

02
6
 
山
の
上
南

02
7 
山
の
上

02
8 
回
の
平

02
9
 
日
南
国
代
松
の
木

03
0 
深

回

時
代
種
別

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地

旧
石
器

11 

旧
石
器
、
縄
文

11 

旧
石
器

H
 

11 
11 

旧
石
器
、
縄
文

H
 

縄
文

H
 

11 

旧
石
器
、
縄
文
包
含
地
墓
地

旧
石
器
遺
物
散
布
地

11 
11 

縄
文

11 

旧
石
器

11 

縄
文

H
 

旧
石
器
、
縄
文

H
 

旧
石
器

H
 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地

縄
文
遺
物
散
布
地

11 
H
 

旧
石
器
、
縄
文

11 

旧
石
器
遺
物
包
含
地

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地

H
 

11 

11 
11 

H
 

11 

縄
文
遺
物
包
含
地

11 
遺
物
散
布
地

旧
石
器
、縄
文
、
古
噴
遺
物
包
含
層

旧
石
器
、縄
文、
弥
生
包
含
地
、墓
地

縄
文
遺
物
包
含
地

所
在
地

出
土

遺
物

備
考

大
字
納
所
字
西
辻

U
フ
レ
、
石
核
、
石
核
調
整
剥
片
、
刃
器
状
幸
町
l片
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
IV
、
V
遺
跡

11 
字
晴
気

U
フ
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
l
遺
跡

11 
字
杉
山

台
形
石
器
、
U
フ
レ
、
刃
器
状
fiJ
片
、
石
銀
、
擦
切
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
1II
遺
跡

11 
字
晴
気

台
形
石
器
、
U
プ
レ
、
細
石
刃

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
遺
跡

H
 

ナ
イ
フ
形
石
器
、
削
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
遺
跡

H
 
字
杉
山

台
形
石
器
、
円
盤
形
石
器
、
商
IJ
器、
U
7
レ、
細
石
刃
、
句
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
、
H
遺
跡

H
 
字
長
田

ア
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
 

石
鍍
、
刃
器
状
fi
J片
、
U
フ
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
 
字
荒
崎

fi
J片
、
ナ
イ
フ
形
石
器

11 
字
怯
の
木

U
フ
レ
、
台
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
字
之
生

U
フ
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
fiJ
片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
字
長
田

U
フ
レ
、
刃
器
状
蜘
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
字
幽
辻

石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
字
神
田
代

台
形
石
器
、
石
核
、
円
盤
形
石
器
、
U
ア
レ
、
刃
器
状
剥
片
、
石
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
字
曲
辻

刃
器
状
剥
片
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
U
フ
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
 
字
竜
回

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡

H
 
字
山
口

フ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
IV
遺
跡

H
 
字
山
口

ブ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
、
II
遺
跡

H
 
字
西
七
津
江

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ブ
レ
イ
夕
、
石
鎌

県
教
委

11 
字
山
中

ナ
イ
フ
形
石
器

11 

鶴
牧
字
七
ツ
江

ナ
イ
フ
形
石
器
、
U
7
レ
、
石
銀
、
刃
器
状
fi
J片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

七
津
江
先
土
器
遺
跡、
佐
賀
県
の
遺
跡

11
字
山
頭

彫
器
、
円
盤
形
石
器
、
台
形
石
器
、
U
7
レ
、
石
銭
、細
石
刃

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
1II
、I
V
、
V
遺
跡

H
 

台
形
石
器
、
石
核
、
商
IJ
器、
U
7
レ、
円
盤
形
石
器
、石
銀
、
刃
器
状
事
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11
字
吹
上

ナ
イ
フ
形
石
器
、
U
7
レ、
細
石
刃
、
刃
器
状
剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

入
野
字
山
の
上

石
銀
、
剥
片

11 
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
棟
石
器
、
石
級
、
石
鍍

H
字
回
の
平

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
土
師
器

県
教
委

納
所
字
総
の
木

石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡

入
野
乙
字
深
田

石
鍍

佐
賀
県
の
遺
跡



ド
ー
品 。。

03
1 

03
2 

03
3 

03
4 

03
5 

03
6 

03
7 

03
8 

03
9 

04
0 

04
1 

04
2 

04
3 

04
4 

04
5 

04
6 

04
7 

04
8 

04
9 

05
0 

05
1 

05
2 

05
3 

05
4 

05
5 

05
6 

05
7 

05
8 

05
9 

06
0 

06
1 

押
I11 

鶴
牧
西

鶴
牧

鍋
釜

鶴
牧
南
部
第
III

H
 
第
II

コ
ッ
ポ

鶴
牧
南
部
第
I

馬
場
の
辻

権
現
山
南

11 

丹
土

が
呂
溜
北
部
第
II

伊
仲
遺
跡
群

入
野
東
部

方
合
呂
溜
北
部
第
I

犬
頭
北
部
第
I

犬
頭
北
部
第
II

尾
山

入
野
小
西
第
II

犬
頭
溜
北
西
部
周
辺

11 11 

入
野
小
西
第
I

楠
谷

犬
頭
溜
東
部

入
野
小
南

音
の
元
古
漬

力日
藤

磯
道

田
尾

|
日
石
器
、
縄
文
、
弥
生
包
含
地
、
墓
地

縄
文
遺
物
散
布
地

，
 

11 
11 

H
 

H
 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地

縄
文

11 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地

旧
石
器
遺
物
散
布
地

縄
文

11 

11 
11 

H
 

11 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地

縄
文
遺
物
散
布
地

旧
石
器

11 

旧
石
器
、
縄
文

11 

11 
11 

旧
石
器

H
 

旧
石
器
、
縄
文

11 

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
包
含
地

11 
遺
物
散
布
地

旧
石
器

11 

縄
文

11 

旧
石
器
、
縄
文

11 

H
 

11 

旧
石
器

11 

旧
石
器
、
縄
文

11 

縄
文

11 

古
墳
墳

墓

縄
文
遺
物
散
布
地

!
日
石
器
遺
物
包
含
地

縄
文
中
期

旧
石
器
、
縄
文

11 

納
所
字
押
川

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
石
斧
、
磨
石
、
石
皿
、
弥
生
前
期
蔓
棺
、
建

佐
賀
県
の
遺
跡
、
県
教
委

鶴
牧
字
二
反
回

石
t室
、
細
石
核
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
様
石
器
、
石
銀
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

11 
石
自
匹
、
和
l片

県
教
委

入
野
字
コ
ッ
ポ
薮

石
銀
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

大
字
鶴
牧
字
井
ノ
頭

U
7
レ
、
刃
器
状
蜘
l片
、
円
盤
形
石
器
、
石
鍍
、
石
核

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

11 
和
l片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

入
野
字
コ
ッ
ポ
蔽

ナ
イ
フ
形
石
器
、
押
型
紋
土
器
、
縄
文
晩
期
土
器
、
石
銀
、
石
斧
、
ス
県
教
委

ク
レ
イ
パ
ー

鶴
牧
字
井
ノ
頭

円
盤
形
石
器
、

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

星
賀
字
馬
場
辻

石
量
盤
、
債
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
唐
津
市
史

H
字
岩
野

U
フ
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
 

フ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

入
野
字
ニ
ツ
チ

ナ
イ
フ
形
石
器
、
彫
器
、
石
刃
、
縄
文
晩
期
土
器
、
石
銭
、
ス
ク
レ
イ
県
教
委
、
唐
津
市
史

f
一
、
和
l片

H
字
西
ノ
111

U
7
レ

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

星
賀
字
後
山

石
核
、
削
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
、
H
遺
跡

入
野
コ
ッ
ポ
薮

刃
器
状
剥
片
、
U
7
レ
、
石
被
、
調
整
剥
片
、
台
形
石
器
、
細
石
刃
、
石
核
、
石
鎌
ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
字
西
ノ
111

ナ
イ
フ
形
石
器
、
U
ア
レ
、
刃
器
状
蜘
l片
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
字
中
江

彫
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

星
賀
字
空
田
代

削
器
、
石
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

入
野
字
尾
山

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
刃

県
教
委

11
字
富
久
保

彫
器
、
刃
器
状

~J
片

、石
刃
、
台
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

星
賀
字
大
野

円
盤
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
削
器
、
U
フ
レ
、
刃
器
状
剥
片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
日
遺
跡

11 
フ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
111
遺
跡

入
野
字
新
田
辻

U
フ
レ
、
台
形
石
器
、
細
石
刃
、
石
核
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
、
H
遺
跡

入
野
字
宮
久
保

U
フ
レ
、
商

IJ器
、
刃
器
状

~J
片
、
ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
核
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

切
木
字
楠
谷

細
石
刃
、
細
石
核

小
野
博
氏
、
唐
津
市
史

入
野
字
新
田
辻

刃
器
状

~J
片
、
U
ブ
レ
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
1
~
I
V
遺
跡

万
字
逢
坂

刃
器
状

~J
片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

H
字
音
の
元

県
教
委

切
木
字
加
藤

石
富
帳
、

~J
片

入
野
字
磯
道

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
細
石
刃
、
彫
器
、
細
石
核
、
石
核
、
県
教
委

岡
高
式
土
器
、
石
銀
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
尖
頭
器

H
字
国
尾

ナ
イ
フ
形
石
器
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
石
斧
、
石
匙
、
剥
片
、
石
鍍

11 



炉
・
4

w
 

06
2 

06
3 

06
4 

06
5 

06
6 

06
7 

06
8 

06
9 

07
0 

07
1 

07
2 

07
3 

07
4 

07
5 

07
6 

07
7 

07
8 

07
9 

08
0 

08
1 

08
2 

08
3 

08
4 

08
5 

08
6 

08
7 

08
8 

08
9 

09
0 

09
1 

09
2 

09
3 

09
4 

古
保
志
気
商
第
I

名
目
草

古
保
志
気
西
第
II

反
田
溜

古
保
志
気
西
第
III

日
焼
原

仁
田
野
尾
5

古
田
溜

仁
田
野
尾
2

塔
木
池
西

仁
田
野
尾
3

高
喜
木
池
西

サ
カ
セ
溜
l

仁
田
野
尾
1

塔
木
池
東
方

仁
田
野
尾
6

IJ 
4
 

八
折
栄

サ
カ
セ
溜
3

小
高
官
2
 

サ
カ
セ
溜
2

小
高
I

サ
カ
セ
溜
4

上
倉
溜
周
辺

八
斗
蒔
1

IJ 
4
 

IJ 
6
 

IJ 
~t
 

IJ 
9
 

大
浦
溜
周
辺

八
斗
蒔
5

小
太
郎 堤

旧
石
器
、
縄
文
遺
物
散
布
地

古
境

IJ 

縄
文

H
 

IJ 
IJ 

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

縄
文

H
 

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

縄
文

IJ 

IJ 
IJ 

旧
石
器
、
縄
文

万

旧
石
器

IJ 

縄
文

ノ/

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

縄
文

刀

IJ 
IJ 

IJ 
H
 

IJ 
H
 

旧
石
器
、
縄
文

刀

縄
文

IJ 

IJ 
IJ 

刀
IJ 

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

IJ 
IJ 

旧
石
器

IJ 

縄
文

IJ 

縄
文

IJ 

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

縄
文

IJ 

!
日
石
器
、
縄
文

IJ 

旧
石
器
、
縄
文

IJ 

縄
文

IJ 

旧
石
器

IJ 

縄
文

IJ 

新
木
場
字
古
保
志
気

台
形
石
器
、
細
石
核
、
調
整

~J
片
、
石
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

IJ 
字
鎌
田

須
恵
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

IJ 
字
古
保
志
気

ブ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

IJ 
字
太
五
郎
谷

フ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

IJ 
字
古
保
志
気

円
盤
形
石
器
、
U
フ
レ
、
細
石
核
調
整

~J
片
、
刃
器
状
剥
片
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

田
野
字
日
焼
原

石
鎖
、
石
匙
、
ス
ク
レ
イ
パ
ー

仁
田
野
尾
字
影

ナ
イ
フ
形
石
器
、
石
銀
、
石
匙

小
野
博
氏
、
瀬
戸
俊
春
氏

大
字
新
木
場
字
放
四
郎
川

事
j片

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

仁
田
野
尾
字
影

押
型
文
土
器
、
ス
ポ
ー
Jレ

小
野
憎
氏
、
瀬
戸
俊
春
氏

新
木
場
字
山
頭

ナ
イ
フ
形
石
器
、
細
石
核
、
細
石
刃
、
台
形
石
器
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
I
遺
跡

仁
田
野
尾
字
影

円
盤
形
石
器
、
ナ
イ
フ
形
石
器

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

新
木
場
第
ノ
木

フ
レ
イ
ク

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
第
II
遺
跡

万
賀
里
川
字
平
石

細
石
刃
、
細
石
核
、
石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏
、
小
野
博
氏
、
県
教
委

仁
田
野
尾
字
影

石
銀
、
縄
文
系
土
器
片
、
弥
生
中
期
土
器
片

小
野
博
氏
、
瀬
戸
俊
春
氏

新
木
場
第
の
木

刃
器
状

~J
片
、
石
鎌

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号

仁
田
野
尾
字
影

石
鍍

IJ 
石
自
陸
、
ス
ク
レ
イ
パ
一
、
石
匙

小
野
博
氏
、
瀬
戸
俊
春
氏

万
賀
里
川
字
八
折

刃
器
状
剥
片
、
U
フ
レ
、
台
形
石
器
、
細
石
核
、
石
鍍

ま
つ
う
ら
復
刊
15
号
、
瀬
戸
俊
春
氏

IJ 
字
上
ノ
川

石
鎌

瀬
戸
俊
春
氏
、
小
野
1尊
氏
、
県
教
委

新
木
場
字
小
高

石
刃
、
石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏

万
賀
里
川
字
平
石

石
鍍

瀬
戸
俊
春
氏
、
小
野
博
氏
、
県
教
委

新
木
場
字
小
高

ナ
イ
フ
形
石
器
、
台
形
石
器
、
台
形
様
石
器
、
細
石
刃
、
削
器
、
ス
ク
瀬
戸
俊
春
氏

レ
イ
パ
ー
、
半
磨
製
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1.発掘調査の経過

上場地区では、国営上場農業水利事業と県営畑地帯土地改良事業に伴う、農地造成、農地区画

整理、農道・水路敷設、ダム工事等が昭和48年より着工されてきている。県教育庁文化課、当

該市町村教育委員会では、この工事に先立つて、埋蔵文化財保護の見地から事業区内の埋蔵文

化財調査を行なってきた。

(1) 発掘調査団

担 当 佐賀県教育委員会

事務局 佐賀県教育庁文化課

調査主任

調査員

調査補助

調査準補助

木下巧県教育庁文化課文化財調査第二係長

堀川義英 県教育庁文化課文化財調査第二係

天本洋一 刀

森田孝志 11 嘱託(昭和55年度上場担当)

西田和巳 11 刀 (昭和54年度)

川崎吉剛 11 11 (昭和54年度)

田島龍太 11 補助員(昭和53・54年度)

山上龍 刀 準補助員(昭和52年度)

寺田和正 11 11 昭和55年度)

協 力 山崎猛夫氏、富桝憲次氏、河児哲司氏、坂本司氏、小野博氏、瀬戸俊春氏、九

州農政局上場水利事業所、唐津農林事務所上場開発室、唐津・肥前・鎮西・玄

海・呼子・北波多各市町村教育委員会並びに開発課、唐津東高郷土研究部及び

OB会。

(2) 発掘調査の経過

県教育庁文化課調査第二係は農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財調査を担当し、国営、県営に

よる上場開発事業に伴う文化財調査を昭和52年より実施してきた。開発事業施行計画書に基づ

わて、踏査、確認調査、本調査で対処してきている。本調査を実施した肥前町「生石遺跡J (昭

和52年度)、唐津市(牟田辻遺跡」、鎮西町「中野遺跡J (昭和53年度)の文化財調査報告書は刊

行してきたが、ここでは今までに報告書として発表できなかった分をまとめてみた。

2.上場台地の位置と環境

佐賀県の西北部に、掌を聞いたように玄海灘に突き出しているのが東松浦半島、通称「上場

台地」である。この半島から壱岐、対馬を経て朝鮮半島、大陸につながるルートは最も近距離

であり、古くから日本列島の西玄関口であったと推察される。
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上場台地を地質的にみると、玄武岩が広く面状に噴出して、第三紀層を覆った平坦な台地で

あり、この玄武岩山地が浸蝕をうけて細長い谷ができた頃、地盤が沈降して、現在みられるよ

うな複雑な海岸線があらわれたとされている。つまり湾入部が古い谷で、岬や島はその峰にあ

たっていた場所であるといえる。上場台地上の高い地点は、石高山の262mを最高に、野高山の

260m、熊の峯228mなどがあげられるが、約200mラインの広い準平原状の高原が波状的に広

がっている卓状台地といえる。

この上場台地上全面にわたって遺跡が存在するが、旧石器時代、縄文時代の遺跡が殆どであ

り、半島周縁部には弥生時代、古墳時代の遺跡もみられる。遺物散布地まで含めるとその数は

1，000個所にものぼるものと推定される。

3.上場の遺跡調査

遺跡、遺物散布量とも豊富な上場地区において、富桝貴重次、河児哲司、山崎猛夫、志佐悔彦、

原口決泰、松尾吉高、田島龍太、山上龍、奈良崎和典、瀬戸俊春、坂本司、小野博、中里紀元、

吉田勝彦、竹内宏、唐津東・西高郷土研究部、市郡小中学校の郷土クラブ各氏によって20数年

来、踏査、発掘調査が行われてきた。また、地元部落の愛好家によって表採遺物が所蔵されて

いる例も多い。しかし、残念ながら相当多くの遺物が持ち去られているのも確かである。

近年の諸開発で、従来の自然、地形が大きく変貌し、遺跡の立地条件もとらえにくくなって

きている。これらの開発に対処していく上でも、早急に上場全体の遺跡について集約せねばな

らない。ここでその概要を記しておきたい。
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八斗蒔遺跡群

1 川原田遺跡

所在地 東松浦郡肥前町大字新木場字川原田1688の17番地、字万田代1690の1

番地
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II 茶褐色土層 γ 。

HI 茶黄色土層
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第3図 川原田遺跡 4C北壁の土層断面図

主 ~ー 」¥¥

八斗蒔遺跡群は上場台地の西南端に位置する。標高180~2 1Omの台地上の八斗蒔溜、上ゲ倉溜、

大浦溜、仁田野尾大溜の周辺に旧石器時代から縄文時代の遺跡が集中している。

川源田遺跡は、坂本司、小野博、瀬戸俊春各氏らの踏査により、剥片尖頭器、厚手の縦長剥

片が出土する遺跡として、従来から注目されてきた遺跡である。

昭和54年施行の県営畑総事業「八斗蒔換地区」の工事に先行して、昭和54年 4 月 6 日~7 日

に踏査を実施し 7地点の遺物散布密集地を確認した。その第7地点が川原田遺跡である。遺跡

は上倉溜南西部、低丘陵鞍部の南向きの緩斜地に広がり、範囲は約100m'と推定される。
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よそ?ナイフ形 剥尖頭器片 台形石器 M プレイド 石 核 細石核
ブレイク 言十

石器 プレイド 他

11層上層 2 3 。 18 12 7 256 299 

(0.7) (1.0) (0.0) (6.0) (4.0) (2.3) (0.3) (85.7) (100) 

下層 3 。 。 8 2 2 157 176 

(1.7) (0.0) (0.0) (4.6) (1.2) (1.2) (0.6) (90.7) (100) 

1II層上層
。 。 l 。 。 。 。 17 18 

(0.0) (0.0) (5.6) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (94.4) (100) 

下層
。 。 。 。 。 。 。 。 。
(0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) (0.0) 

表土層 3 1 。 4 11 4 。
層位別出土遺物組成表川原田遺跡第2表

1.川原田遺跡の土層と出土遺物

の茶褐色土層と確認調査で検出した 7 区の土層は第 3 図の通りである。第 II 層 (30~40cm)

の茶黄色土層が旧石器時代の遺物包含層である。層位毎の出土遺物は第2第III層 (20~25cm)

表に示したが、 II層上層からの出土が多く、田層上層からも検出されたが、 III層下層からは全

く検出されなかった。

檎2.遺

4D区を中心として第4図のような柱穴群がII層上層で検出された。土壊の覆土からの出土

遺物はなく時期不明であるが、周辺の遺物から見て縄文時代の建物跡と推察される o

出土遺物3. 

ナイフ形石器1、黒曜石製薄手縦長剥片を素材にして〔第7図J(II層上層)旧石器時代

2両端部が切断されている。左縁基端部にのみプランいる。刃部を明確には作出していない。
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縄文時代 石鍍62は表土層出土の駒形鎮である。

4.上場出土の剥片尖頭器〔第8図〕 ナイフ形石器F類に分類されている器種で、剥片尖

頭器とよばれていたものである。上場でも中部・南部から26点の剥片尖頭器が出土している。

(第3表)中でも川原田遺跡からは11点と群を抜いて多く、また、その素材である厚手の縦長

剥片も多く出土している。黒曜石製が多いがサヌカイト製も 5点あり、磯道遺跡では横広剥片

を素材にした未製器がIII層より出土している。

清水宗昭氏の基本形式で分類すると、 I型(萩原博文氏のナイフ形石器F4類)は第 7図の

6と第65図の 3の2点だけである。尖端部が欠失しているため I類かII類かが不明のものは、

第7図の 7、第8図の 8、9、24、26がある。 II型(萩原氏の F2類)に第8図の 4、5、10、

11がある。 III型に第8図の6、7、12、14、15がはいる。

27--....32は断面三角形の尖頭器である。主剥離面調整の例は少なく、素材に横広剥片を用いて

いる資料が殆どである。

第9図川原田遺跡確認調査風景
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2 .荒

所在地

調査年月日

E 

t 

谷 遺 跡

唐津市菅牟田字荒谷488の第 1番地

昭和54年 5 月 1 日 ~5 月 9 日

G 

" 

第13図 荒谷遺跡の地形と発掘調査地点

上場台地の南東端部に位置する、小丘陵西斜面の緩斜地標高204mに20m四方と推定される旧

石器時代の小遺跡である。西側の山間部には水田が広がり、その用水は遺跡のそばを通って平

地に落ちる。地元の古老の話では隣近する圃場内にも黒曜石製品が出土する場所が点在してい

るということである。上場水利事業「山田38団地」農地造成工事に先立つて実施した確認調査

で遺跡の存在を確認した。農政局との協議により埋土保存にしている。

B1 区の土層は、表土層(約14叩)、 II 層(24~25cm)は礁を含む黄褐色粘土質土層、 III層は基

盤の玄武岩の風化膿層である。 II層及びIII層が旧石器時代の遺物包含層であり、特に上層部に遺

物は集中している。出土遺物は369点で、そのほとんどが旧石器時代の遺物である。(第14図・

15図)II層上層出土は、 7、8、17、180 II層下層出土は、 2、4、10、13、16、190 III層上

30一
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層出土は 15で、他は表土層出土である。荒谷遺跡の剥片の特徴は、 I 、 2 、 9~13の縦長剥片

や刃器状剥片にみられるように幅広の素材を得ているところにあろう。それを、ナイフ形石器

2、 3、Uフレ 1、 9~12 として用いている。 5 も同タイプの素材を用いた彫器と推定され

る。 1~4 はナイフ形石器、 8 は右辺裏面に加工を施した細身のスクレイパーである。 15は不

純物の多い黒曜石製の横広タイプの剥片である。原石はほとんどが良質の漆黒色の黒曜石である

が、 6は淀姫系の灰黒色の黒曜石である。

縄文時代の遺物は第15図の通りである。前期の曽畑式土器片、石銀、スクレイノf一、つまみ形石器、

剥片等が出土した。土器片はし〉ずれも薄手で、胎土に多くの滑石粉末を混入し、刺突文、平行

線文、無文で淡褐色を呈す。スクレイパー21は安山岩製の横広の大形剥片を素材にし三辺に調整

を施している。

第16図荒谷遺跡遠景(西より)
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1 ナイフ形石器 2. 4 Uフレ

5 縦長剥片 6 スクレイパー

3. 6 石核

第17図荒谷遺跡石器出土状況
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鶴牧遺跡群

3 .尾 山 遺 跡

所在地

調査年月日

東松浦郡肥前町入野字尾山2543の1番地

昭和54年10月15日---.....10月25日

L 4 よ ム L ム よ ~一一一ー一

一

( 

弓玉工塑
II 晴茶褐色三二層

111 前時茶色土曜

W 茶色土層

。OOV 瞳現 曙 00 0
CX)V1圃層cx:)

第18図 尾山遺跡の地形と発掘調査地点

入野半島の根冠部、標高148mの丘陵上に在る小規模の旧石器時代の遺跡である。

100m 

昭和54年、上場農業水利事業「入野12ニ団地」の農地造成工事の施行に先立って実施した確

認調査により遺跡の存在を確認した。遺跡が丘陵上にあるため土砂の流出が甚だしく、遺物の出

土は点在であり、ブロックの存在は確認できなかった。

尾山遺跡の土層断面模式図は第18図の通りである。 II層から縄文系土器細片、石銀、石核、

剥片、砥石、 III層からナイフ形石器(1)、台形石器(9)、土器片、 IV層からナイフ形石器(2)、台形

様石器(10)、 V層からナイフ形石器(3、4)、剥片等が出土した。 II層が縄文時代、 IV、V層は

旧石器時代の遺物包含層と推定される。 II層よりふ 13、14、22、III層より I、9、11、15---.....17、

23、IV層より 2、10、18、V層より 3、4、19が出土し、他は時期不明の土壌、表土層からの

出土である。161区の土壌(第20図)はV層と地盤に掘り込まれ、 2.65mと1.12mを測る長円形を

呈する。埋土は単層で旧石器時代の遺物と思われる剥片・削片が27点出土した。

-35 -
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4 ニツチ (丹土)遺跡

所 在 地

確認調査年月日

ヘ;
¥〆

，'， 

東松浦郡肥前町入野乙字ニツチ472~500の 1 番地

昭和55年10月 27 日 ~11月 11 日

ノ/ /ど、，J
/ /ア
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第21図 丹土遺跡の地形と発掘調査地点

丹土遺跡はコッポ遺跡の南西約400mに位置し、北に延びる舌状台地(標高125m)

面に広がる。東の小谷には水田が開ける。

100m 

の東緩斜

上場農業水利事業「入野12イ団地」農地造成工事の施行に先行して、発掘調査を実施した。

今回の調査は遺跡の南東部の切土部分約800m'を対象にし、九州農政局との協議により、他は盛土

による保存とした。

1.遺 構〔第22図〕

検出された遺構は、住居跡2基、土壌、柱穴である。SB001竪穴住居跡 〔第23図〕は、 上面が

削平されていると思われ、底面のみが残存している。平面は3.3mと3.0mを測る隅丸方形に近

い。南寄りにこれに伴う卵形の土壌と小土壌が検出された。 周囲に径23~32cmを測る柱穴が 5

個所検出された。遺構内より土器細片、黒曜石剥片が出土した。SB002住居跡〔第24図〕は II区

中央部に在る。上部が削平されていると思われ、柱穴が残存している。平面は直径約3.3mの円

形を呈し、柱穴は 2穴並列で7個所検出された。中央南寄りに 2基の土墳をもっ。SK003大形土

-38一
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第23図丹土遺跡 SB001建物跡
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第24図丹土遺跡 SB002建物跡一一→ .120.419m ム

O QSEtool 

イ
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-'-- 竺どJ
壊は長軸3.85mの双楕円形を呈し、周囲に 6個所の柱穴が並ぶ。SK006土壌は長軸1.47mを測り

卵形を呈す。隣接した 2個所の柱穴をもっ。SK004土壌は隅丸方形。SK005土墳は楕円形を呈す

大形土壌である。いずれも縄文時代晩期の遺構である。

2.出土遺物

旧石器時代〔第25図 1.-...-16はナイフ形石器である。 1.-...-12は表土層、 13、14はII層上層、

15はSK005、16はSK050より出土した。 17は台形石器で基部までプランティング加工をしっか

りと施している。 18は小形の台形様石器である。いずれも表土層出土。 19はIII層出土の断面三

角尖頭器である。 20、21は表土層出土の細石刃である。 22.-...-25は縦長の刃器状剥片である。 26

は横広型の大形剥片。27は左縁に使用痕を有す剥片である。28は細石核。29.-...-34は石核で、29'-"'-32

は表土層、 33、34はII層出土である。 35.-...-37は接合資料である。 35は残核に 2枚の剥片が接合

する。 36は円礁の黒曜石製残核に、打面再生剥片と剥片が接合する。 37は2枚の剥片が接合す

る資料である。残核、剥片で観察できる限り単設打面の石核より剥片剥離を行っている。 26、

32、37で見られるように横広の剥片剥離も行われているが、その製器は19のみで台形様石器は

見られない。

縄文時代 晩期と推定される土器細片や、石鍍、石核、剥片等が出土した。
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第25-1図丹土遺跡石器実測図
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第26図丹土遺跡I区(東より)

第27図 SK003土壌
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5 .コ

所在地

調査年月日

ッポ遺跡

東松浦郡肥前町入野乙字コッポ簸241-----246番地

昭和55年9月1日-----10月25日

第28図 コッポ遺跡の地形と発掘調査地点

卓状を呈する入野半島のほぼ中央部に位置し、近隣には低丘陵の縁辺部に小遺跡が点在する。

遺跡は三方を湧水の豊富な湿田に固まれた小丘陵上に広がる。標高llomを測り、東西60m、南

北30mに広がるものと推定される。

上場農業水利事業「入野12イ団地」農地造成工事に先行して発掘調査を実施した。今回の調

査は遺跡の東区約1.000m'を対象にし、西区は農政局との協議により、盛土による保存にした。

1.遺構〔第29図〕

検出された遺構は、土墳約50基、炉跡1個所、焼土3個所、柱穴約20個所があり、丘陵上部

に集中している。遺構は北、東の傾斜面には少なく、南緩斜面に遺跡は広がっていたものと推

定される。 SK30土墳〔第36図〕は径約125cmと100cm、深さ20cmを測る楕円形を呈し、壁面が一

面に焼け、炉跡と思われる。 SK63(第30図〕は、暗褐色粘質土の埋土に炭化物小片、焼土小塊
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第29図 コッポ遺跡遺構配置図
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H=111.00m-

O グ
第30図 コッポ遺跡 SK63土横実測図

を含み、打製石斧、安山岩製剥片、土器細片等が出土した。焼土は SK41土墳に 2個所、 SK36

土壌に 1個所のっていたが、土墳との関係は不明。また表土層や埋土内から旧石器時代のナイ

フ形石器、台形石器、石刃等が出土したが、包含層を確認することはできなかった。

2.出土遺物

旧石器時代〔第31図 1~5 ナイフ形石器。 1 (SK11出土)は横広で大形の薄手である。

刃部を大きく作出する。裏面刃部に使用剥離痕が大きく残る。 2(表土層出土)は大形厚手で、

プランティング加工を表面より施す。右側辺刃部側を大きく欠失している。 4 (表土層出土)

は細身小形で木葉形を呈し、刃部を明確には作り出していない。基部側でプランティング加工

を表裏両面より施す。 6、7は台形様石器。 6は横広の厚手剥片の基部側を素材にしている。

両側縁を調整しほぽ左右対称のパチ形に整えている。 7は自然面をもっ横広厚手剥片を素材に

して両側縁を粗く調整している。主剥離面にも両側より入念な調整を施している。 8ラウンド

スクレイパー。原石は東浜系の黒曜石で、両面に四方から調整を加えている。 9は薄手多面体

残核を素材にしたスクレイパー。下辺から左辺に使用痕がみられる。 10は縦長刃器状剥片で、

両辺に使用痕がみられる。 11円醸の四方から不定形剥片剥離を行った残核。

縄文時代〔第32図) 1 SK16出土。深鉢のリボン状尖起のつく口縁部片。外端部が肥厚する。

2 ~ 4 SK24出土。 2は浅鉢口縁部。外面は横方向の箆磨き。 3は突帯をもっ鉢口縁部。 4は深

鉢胴部片で、外面は横方向の条痕調整。 5、6はSK25出土。 6は山形押型文土器で埋土の中
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第32-2図 コッポ遺跡土器・石斧実測図

に混入していた。 7はSK28、深鉢の口縁部。薄手の器壁をもち、内外面とも剥落がはげしい。

8はSK29出土。深鉢の底部片。胎土に砂粒を多く含む。 9、10はSK31出土。組織痕調整の

深鉢胴部片である。 11はSK33出土。浅鉢の口縁部。内面上端近くに浅い沈線を有す。内外面

とも研磨による調整痕がみられる。 12~14は SK57 出土。 12はリボン状突起がつく口縁部の深

鉢である。内面は条痕調整を施し、黒褐色を呈す。外面は剥落がはげしい。 13の内面は横方向

のナデ調整を施し、口縁端下に沈線が一条走る。口縁端部がわずかに肥厚する。 14は口縁端を

外側に曲げて肥厚させた深鉢である。暗黄褐色を呈す。 15はSK60より出土した浅鉢の口縁部。

浅い沈線が二条走る。内外面とも横方向の研磨調整。 16はSK60に混入していた楕円押型文土

器の胴部片。 18~27は表土層出土。 18はリボン状突起をもっ。 19は大きく肥厚する口縁部外面

にこ条の沈線が走る。 23、24は組織痕をもっ胴部片。 28はSK63出土の打製石斧。比較的薄手

の玄武岩製剥片を素材にして両面に粗調整加工を施している。刃部は片刃を意識して剥離させ

ているものと思われる。頭部は両側辺からの剥離で細身になる。29、30は表土層出土の磨製石斧。
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第33図 コッポ遺跡遠景(南より)

第34図 コッポ遺跡中央区(南より)
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第35図 (右)SK041炉跡、(手前)SK036炉跡、(左上)SK03(fJP跡

第36図 SK030土壌
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八斗蒔遺跡群

6 .高地木場遺跡

所在地 東松浦郡肥前町大字新木場字高地木場1623の14・1623の13・1626の1

番地。大字瓜ヶ坂笹山775の 1，776番地

昭和54年 5 月 11 日~6 月 2 日確認調査年月日

第37図 高地木場遺跡の地形と発掘調査地点

H =181.935m一一一

層
層
層

第38図 高地木場遺跡 BI区東壁土層断面図
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第39図

‘ー

BI区遺物分布図(上・ 11層上層，下・ 11層下層)
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遺跡は八斗蒔溜の西岸低丘陵上の西斜面に広がる。旧石器時代のナイフ形石器、 細石刃と縄

文時代の石銀、石斧などの遺物が多量に採集されている。

昭和54年県営畑総事業「満越工区」畑地区画整理工事の施行に先立ち発掘調査を実施した。

地区内の丘陵上や斜面に 7地点の遺物散布地が確認されたが、その殆どの地点では自然流出や

畑地開墾のため土層が薄く、遺構や遺物包含層を確認する ことはできなかった。特に周知の遺

跡であった高地木場では、基盤である際層の上に1O~30cmの耕作土がのっている状態で、遺跡

の確認はできなかった。ナイフ形石器や細石刃等の旧石器時代の遺物は広い範囲で表採できる

が、包含層は確認できなかった。八斗蒔溜に面した北傾斜地点で包含層を検出したが盛土保存

にした。遺跡の西区のB1区〔第39図〕で示しているように小規模の範囲で縄文晩期の遺物包

含層が検出された。

出土遺物

旧石器時代 〔第40図 1~ 5はナイフ形石器。lは厚手細身の黒曜石製剥片を素材にし

て、刃部を長く作出している。プランティングは左辺に施し、その上半は表裏両面より施して

いる。 2も厚手であり、主剥離面の末端部を加工している。 4は自然面を残すが黒曜石円擦を

素材に用いている。 6は台形様石器。表裏とも左右両辺より調整加工を施し整った形状を示す。

7は彫器。黒曜石製不定形剥片を素材にして、その末端部を主剥離面より打面作出調整を行っ

ている。右辺に使用痕がつく。 8~9 は細石刃で、 8 は中間部、 9 は末端部である 。 10 は プレ

イドで右縁辺に使用痕がみられる。

縄文時代 〔第41図は扇平片刃磨製石斧。II層上層より折断されたものが出土した。

全面に研磨痕がみられる。 2は安山岩製のスクレイパーで三辺に両面からの剥離調整が施され

ている。 3は小形の短形スクレイパーで両面に加工がみられる。 4以降は石鍍である。 13、31

~31は剥片鍍。 29、 36は磨製石鍍である。

他の区の資料 〔第40図〕 いずれも表土層からの出土で、包含層からは検出できなかった。

1l ~14ナイフ形石器。厚手細身の黒曜石製プレイドを素材にし、刃部は短く、明確には作出し

ていない。 14は小形の切出し形のタイプで刃部を明確に作り出している。 15はスモールプレイ

ド。16は4区出土の三稜尖頭器。黒曜石製の厚手縦長剥片を素材にし、左右対象に調整してい

る。先端部を欠失しているが現器長78.5mm、最大器幅26.1mm、最大器厚16.8mm、重さ29.5gを

測る大形品である。 17は3区出土のプレイドで右縁辺に使用痕をもっ。
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第42図高地木場遺跡北区遠景(東より)

第43図 高地木場遺跡 II層遺物出土状況
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普恩寺遺跡群

7 .敷

所在地

調査年月日

田 遺 跡

東松浦郡玄海町大字普恩寺字上の口1154番地

昭和54年 6 月 11 日 ~7 月 19 日

第44図 敷田遺跡の地形と発掘調査地点

甲

頭

溜

東松浦半島の西北端に突出する値賀崎の根冠部に普恩寺遺跡群は在る。標高75~90mの波状

的な段丘上に遺物散布地が密集している。この遺跡群の北には岩盛古墳群、普恩寺古墳がある。

普恩寺、敷田、甲頭、平尾、浜野浦遺跡等からは旧石器時代から縄文時代にかけての遺物が採

集されてきている。

県営畑総事業「普恩寺工区」の施行に先立つて発掘調査を実施した。昭和54年4月の踏査に

よりl3地区の遺物散布地を確認した。 4地区は施行区から除外され、 9地区を調査した。その

結果、殆ど全域にわたって土砂の流出が著しく、遺構、包含層は確認できなかった。 8区、 11

区、 13区において土壌、柱穴等が検出されたが、覆土からの出土遺物は黒曜石削片が殆んどで縄

- 59 



第45図敷田遺跡
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文時代の遺構と推定されるが詳細は不明。第47図は 1区のグリッドで、第II層に掘り込まれた

土墳である。第46図は第II層の赤褐色粘質土層内のブロックであり、石器製作跡と推察される。

出土遺物

旧石器時代 〔第48図 1"'20ナイフ形石器。 1"'6は刃部を意図的に作出しない木葉形

タイプで、中・小形が多い。 7'" 12は刃部を作出した切り出し形のタイプ。 11は横広剥片を素

材にし、打癌除去を行っている。 21"'29は台形石器。黒曜石製縦長剥片の胴部を素材にして、

両側辺基部にプランティング加工を施している。 30は表裏両面に調整加工を施した台形様石器

である。 31"'37は細石刃。 31"'33は頭部、 34"'35は胴部、 36"'37は尾部と、各々折断されてい

る。

縄文時代 〔第49図 1'" 3は尖頭状石器である。安山岩製で両面加工を施している。 2

は黒曜石製で入念な調整加工を両面に施している。 4"'9はスクレイパーである。 4は円醸黒

曜石の自然面を残した縦長剥片を素材にして両面に加工を施し、断面は薄い半円形状を呈す。

5は安山岩製で薄手の縦長剥片を素材にし、中央部に挟りをもっ。調整は両面より施す。 7、

8は安山岩製の粗い加工のラウンドスクレイパーである。 9は器厚の厚いコアスクレイパーで

ある。 10、11は残核。出土した石鍛は、第52、53図の通りである。今回の調査により 227点の

石鍍が出土した。これまでに普思寺在住の池田一氏によって当遺跡で採集された遺物が値賀小
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第48-2図敷田遺跡出土遺物実測図

学校郷土室に保管されているが、その中に石鍍が 253点ある。片岡肇氏(岩戸口遺跡群の発掘

調査)の基準によりタイプ分類をすると第4表の通りである。

側縁 A・まっすぐなもの 第4表敷田遺跡出土石鍬形態分類

B:丸くふくらむか屈折するもの

C:その他 a bl b， b3 計

A 4 2 11 13 30 <18.1%> 
(13.3%) ( 6.7%) (36.7%) (43.3%) (100%) 

B 35 10 21 41 107 <64.4%> 
(32.7%) ( 9.7%) (19.6%) (38.4%) (100%) 

C 10 4 5 10 29 <17.5%> 
(35.4%) 03.8%) (17.2%) (34.5%) (100%) 

49 16 37 64 166 < 100%> 
(29.5%) ( 9.6%) (22.3%) (38.6%) (100%) 

基部 a 逆刺の役目を果たさない

b:逆刺の役目を果たす
bl・扶りがない

b，:浅い挟り

か:深い挟り

側縁のタイプは、丸くふくらむB型が約3分の 2を占め、残りをAとC型が折半する。基部

タイプは、 a型が約30%を占め、挟りの深い弘型が39%と多く平基式の b1型は10%である。土

器片は磨耗が著しく、細片であるため時期不詳。

古墳時代 8区を中心とした広範囲の表土層に、須恵器片が散布していたが、関連する遺構

は検出することができなかった。
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第52図石鍛(1)

第53図石鍍(2 ) 
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8 .かんねお遺跡

所在地

確認調査年月日

東松浦郡鎮西町岩野字橋の元173の1番地

昭和55年 11月 11 日 ~11月 18 日

第54図 かんねお遺跡の地形と発掘調査地点

上場台地の東崖は急斜をなして玄海灘に接するが、かんねお遺跡はその卓上部の縁辺部に位

置する。標高125mの丘陵の東斜面尾根部に広がる縄文晩期から弥生中期までの小集落跡であ

る。近隣には原、猿口、中川原、早田、加倉、赤川原等の遺跡が点在する。

。
かんねお遺跡 I区南壁土層断面図
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表土層

淡茶色土層

赤味淡茶色土層

合少型軽淡茶色土層
岩盤層(玄武岩風化岩層)
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第56図かんねお遺跡出土土器実測図
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第57-2図かんねお遺跡出土土器実測図

昭和55年9月25日に、上場農業水利事業「打上47団地」農地造成工事に施行に針子して踏査を行い、

11月に確認調査を実施した。すでに遺跡の北区は削平され、雑木林の北崖面に遺構が露出して

いたが、遺跡はこの雑木林内にも広がっているものと推察される。

1.遺構〔第55図〕

A区で崖面に11個所、北斜面に 2個所の土壌が検出された。いずれも縄文晩期と推察される。

SK03から SK08は隣接し遺物の出土も多い。 A区の東丘陵縁部に位置するD区では、第II層

が弥生中期中葉の遺物包含層であるが農政局との協議により盛土工法で保存することにした。

A区の西B、C区、谷むかいのE区では遺跡の確認はできなかった。

2.出土遺物

縄文時代 〔第56・57図 1~18は表土層出土。 1 平坦ぎみの口縁端部は内傾し、わず、か

に外側に張り出す。胴部上半はやや外轡し、下半は直線的に下がる。内外面とも粗く員殻条痕

で調整している。底部欠失。内面黒褐色、外面は茶褐色で二次焼成の黒斑がみられる。胎土に

砂粒雲母を含み焼成は良好。 2はヒレ状突起の付く口縁部片。外面はナデ、内面は箆状工具に

よる調整。内外面とも暗茶褐色で、焼成は良好。胎土に多量の雲母を含む。 4は補修孔をもっ

口縁部片。 7は胴部に組織痕を有する深鉢の口縁部。肥厚する口縁部は内傾ぎみに立ち上がり、
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第59図かんねお遺跡土器実測図

内端部は張り出す。内外面とも黒褐色を呈し、胎土に砂粒を多く含む。 19~21は II 層出土。 19

は口縁部が薄く、内傾する深鉢。肩部が張り出し、胴部は剥落が著しいが組織痕がつくものと

思われる。 22~25は SK01 出土。 26は SK02 より、 27、 28 は SK03、 29、 30 は SK04、 31~35

は SK06、 36~43は SK07、 44は SK10 より出土した。〔第58図 J 1 ~ 9表土層出土。 1は安山

岩製の双弧横型石匙。横広の剥片を素材にして縁辺を入念に調整している。 2、黒曜石製両面

加工の石錐。横広剥片を素材にしている。 3、4は安山岩製スクレイパー。 4は大形で左線下

縁に加工を施す。 5は玄武岩の平坦な円礁を素材にし、中央部に簡単な凹みのついた石錘。 6

は右辺刃縁部に使用痕のついた横広型剥片。 7 、 8 は縦長剥片。1O~13は SK06 出土。 10は両側

辺に稜が通るノミ形磨製石斧。11は基部が大きく外轡する石鯨。12、13は安山岩製スクレイパー。

14 は SK07 出土。淀姫系黒曜石製の駒形石鯨。肩が高いタイプ。 15~18は D 区 II上層出土。

弥生時代 〔第59図 D 区 II層上層より聾 1~5 、査 6~8 等が出土した。
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第60図かんねお遺跡遠景(西より)

第61図 かんねお遺跡 SK06土墳
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9 .田 頭 遺 跡

所在地 東松浦郡鎮西町打上大字通字国頭1700番地

第62図 田頭遺跡の地形

田頭遺跡は、打上中学校とその北側に落ちこんだ谷をへだてて向かいあう丘陵部の標高110m

を測る北側緩斜面に位置している。

周辺の遺跡

田頭遺跡の近隣には縄文時代系の剥片、削片が採集できる地点がある程度で遺跡の存在は確

認されていなし〉。先土器時代の遺跡としては、南東25km(以下いずれも直線距離)のところに

原遺跡がある。南1.5kmに藤原遺跡がありナイフ形石器、トラビーズ、マイクロプレイド、マイ

クロコア等を採集している。打上中学校の南側に谷部の水田をへだてて向かいあう丘陵部から

もナイフプレイド、旧石器系の剥片等を採集しているが倉庫建設のため全面削平され、浬滅し

てしまった。原遺跡をふくめ、これらはいずれも縄文時代の遺跡とも複合している。縄文時代

の遺跡としては、上記のほかに南東 1.5kmの付近に早田尾箱遺跡、南南東 lkm付近に打上東測

山遺跡がある。中野遺跡は、東北東2.4kmのところにある。また、海底員塚として知られる赤松

遺跡は、西北西2.4kmにある。また、東約800mの山頭遺跡でミカン園造成中に斐棺が出土した

が、その破片は唐津二中に保管されている。さらに農地開発がすすめられて地形は一変し、完全

- 73一
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第63図田頭遺跡 石器実測図



に浬滅してしまった。古墳時代の遺跡は少なく、前記中野遺跡の近くに鬼塚古墳がある。この古

墳は、封土はすべて流出し、巨大な玄武岩ω石室が露出している。天井石が石室内に落ちこん

でいるため、くわしいことはわからないが南へ開口した横口式古墳と思われ、古墳時代後期の

築造と推定される。

2 遺跡の概要と遺物

田頭遺跡は 6年前踏査中に発見したものである。打上台地上に存在する小丘陵の一つで、北

側と西側のゆるやかな傾斜地を15年ぐらい前に削平して造成した畑地であり、畑地の全面が遺

跡ではなく、東区の西約15m、南北約30mの範囲であろう。北側にわずかに傾斜し、水田面

との比高は約1.5mである。石器、剥片等の散布は少なく前記のように他の旧石器遺跡が縄文時

代と複合しているのに対し、田頭遺跡は旧石器時代に属する石器や剥片だけである。

これまでに採集されている遺物の主なもの〔第63図〕は、ナイフ型石器5点、台形様石器 1点、

剥片約60点である。石材はし通ずれも良質の黒曜石である。ナイフ形石器は完形3点(小形のも

の2点、比較的大形のもの 1点)、刃部のみで基部を折損したもの 2点(いずれも大形)である。

lは小形の切出形を呈するナイフ型石器である。刃部は基部方向からの剥離によって作出され、

先端部に向かつて狭くなっている。背部はゆるやかに外笥し、プランティング加工はすべて裏

面からおこなわれているが、基部の末端部はきわめて細かな潰しが加えられている。右辺は刃

部末端から直線で基部末端に達し鋭く尖る。細部加工は裏面からおこなわれているが、背部の

プランティングよりやや大きしミ。打癌の方向は刃部を除いて先端部にあり、基部末端の表面に

は母岩の自然面がわずかに残っている。刃部には使用痕が認められる。 2は三角形に近い形状

のナイフ形石器である。刃部の作り出し面が非常に広いのが特徴である。刃部はわずかに内管

しており、先端部と基部側をわずかに欠失している。背部は基部から先端方向に直線的にのび

るが、先端部近くで内側にややカーブしている。プランティングはすべて裏面からおこなわれ

ている。左辺はやや外轡して基部に至る。 3は比較的大形のナイフ形石器である。不透明のや

や質の劣る黒曜石で茶色の縞模様が入っている。刃部の稜線は刃部線に併行している。背部は

直線的に、左辺はやや外轡して基部に達するが、その末端部は円く調整されている。 4は大形

のナイフ形石器で下半分を欠失する。 5は1点だけの台形石器であるが、半透明の良質の黒曜

石製である。横長剥片を素材にしたもので、右辺中央部に打癒がある。裏面は左辺から右上方

向へ数回の剥離をおこなって器形調整を施している。右側辺のプランティングはほぼ全面に裏

面からなされているが、右側辺の細部加工は交互剥離をともなっている。 6、7は縦長剥片、

8は横長剥片である。 9-""11は石核である。 9は良質の黒曜石の円離である。円礁の一端に打

撃を加えて打面を作り出し一定の刃器状剥片が得られるようにした石核である。かなりの剥片

を剥離したものと思われる。これらの採集遺物はすべて打上中学校に保管されている。(原口決

泰)
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10.畦木場遺跡

所在地 東松浦郡鎮西町石室字畦木場

第64図畦木場遺跡の地形

唐津、鎮西、玄海の三市町が隣接する上場台地のほぼ中央部にあり、標高約140mを測る。東

西に延びる丘陵鞍部南緩斜面の、東西南北とし約100mの範囲内に遺物は散布する。耕作土の状

況からみて遺物包含層の残っている可能性は強いと思われる。

畦木場遺跡付近の踏査はまだ十分ではないが、畦木場遺跡の南に隣接しでもう 1ヵ所旧石器

遺物の散布地がある。 旧石器時代の遺跡としては、上石室に畦木場遺跡の北100mに山田平遺跡

があり、新l片が採集されている。丸林遺跡は北西600mにある。

縄文時代の遺跡としては、畦木場遺跡の北800mに萩の前遺跡がある。最近ここで舟底型細石

核を採集したが遺物の量は少ない。棚田遺跡は、北西750mにある。

表採した資料 〔第65図〕は、ナイフ型石器、マイクロプレイド、剥片尖頭器、掻器、石核等

である。ナイフ型石器は 2点あるがいずれも小形で、ある。打面は表裏面ともに先端部側にあり、

ro 
巧
/
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第65-2図畦木場遺跡石器実測図

広い刃部面をもっ。 1はわずかに先端部を欠く。プランティング加工は、表裏両面から施され

ており、基部側表面は自然面が残る。このナイフ型石器は、刃部面に不整形なリングが走る。

背部はゆるやかに外脅し、細部加工はいずれも、裏面からおこなわれている。 3は剥片尖頭器。

断面が幅広い三角型の剥片を素材にしたもので基部両側辺を裏面から挟っている。右辺の側辺

調整は表面から細部加工が加えられているが、先端に近い部分の加工はやや大きく剥離されて

いる。左側部に欠失が見られる。打痛が残存し、素材に打面調整は施されていないが剥離面調

整がみられる。 4はコンケイプスクレイパーである。右側辺上半に扶り加工が裏面より

施されている。もう 1点の掻器は、上縁が中ほどから右上方にそり上がった長方形をしており、

左にはナイフ型石器状の刃部をつくりだし、右端部は浅い角度の剥離をもって刃部を造成した

と思われる。左側刃部に小さな刃こぼれがみられるが、使用痕と考えられる。 13、14は細石刃。

13は尾部欠失、 14は中間部である。ともに半透明の良質の黒曜石を素材にしている。 lを除い

て使用の痕跡を示している。 15、16は石核。ともに良質の黒曜石の円擦を原石にしている。 15

は打面と剥片剥離面との角度は約60度を測る。

この遺跡からは以上のような先土器時代の遺物のほか、縄文時代の石鉱も 5点採集している

が主体はあくまで光土器時代の遺跡と推察される。畦木場遺跡の採集遺物は、打上中学校に保

管している。(原口決泰)
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おわ り

上場の埋蔵文化財の研究史をふり返ってみると、大きく三つの時期をとらえることができょう。

第I期は、昭和25年3月に鏡山山頂遺跡において細石刃が発見され、九州、|における旧石器文化

研究の第一歩が始まり、以後上場各地において次々と遺跡が発見された。全国的にも有数の旧

石器時代の遺跡集中地として注目され、昭和33年に分校入口遺跡、 35年に女山・笹の尾遺跡、

38年に原遺跡が発掘調査され、上場の旧石器研究は第 I期においてピークに達した。しかし、

遺物包含層である火山灰層が貧弱であることや、良好な岩陰遺跡に恵まれていないこともあっ

て、昭和40年代は、個々による表採資料を中心として遺跡の確認が行われてきたが、研究上は

盛り上がりの少なかったのが第II期である。この間、みかん園造成や小規模開発により遺跡が

破壊されてきている。それでも、昭和42年に赤松海岸貝塚、 45年に大友聾棺遺跡、 46年神集島

鬼塚、 47年に瓢塚、 50年に小川島員塚等で発掘調査が行われたが、未だ調査報告は出ていない。

昭和52年から上場開発等の大規模開発の事前調査を、県・市町村教育委員会で取り組み、名護

屋城跡及び陣跡の保存整備事業、県立博物館における肥前町百田洞穴調査、また、大友遺跡の

範囲確認調査等も実施されてきている。この時期が第皿期といえよう。上場農業水利事業にお

いて国営で約1.000haの農地造成、県営で約3.300haの畑地の区画整理が計画されているが、こ

の中には多くの遺跡が含まれ、再び遺跡周辺の地形が大きく変わることが予想される。従って、

第II期までに確認された遺跡の集約、及び遺跡から出土した遺物の総点検が今日緊急に必要な

課題であろう。

旧石器時代の遺物包含層を検出できる遺跡は少ないが、生石遺跡の 4層の包含層以来、尾山

遺跡のII・III層(縄文時代)とIV・V層(旧石器時代)を確認した。また、川原田・荒谷遺跡

等で2層の包含層を確認したが、テフラの貧弱な上場でも良好な文化層をもっ遺跡の存在を暗

示しているといえよう。集落を形成するのに必要な一定の広がりをもっ包含層を確認すること

によって、これらの遺跡の性格づけを行うことが今後の課題である。

上場開発と文化財保護については、相入れない要素をもつが、開発事業の前々年度に予備調

査を完了し、農地造成設計の中で、遺跡の範囲は最大限「盛土」による保存で対処していくこ

とが緊急の課題であるといえよう。
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しこの報告書は農業基盤整備事業に係る発掘調査記録である。

2.本報告書の作製担当は次の通りである。

(1)遺物実測堀川義英寺田和正藤原倫子隈本銀子白津トモエ野田英治田島龍

太

(2) トレース堀川義英寺田和正隈本銀子白津トモエ渡辺幸子野田英治山上龍

(3) 写 真堀川義英

(4)執 筆 9.田頭遺跡 10.畦木場遺跡を原口決泰氏にお願いし、他は堀川が行った。

(5) 編 集堀川義英

3.出土遺物の整理は、堀川、田島、寺田、隈本、白津、渡辺が行い、出土資料は県文化課唐

津分室に保管している。

4.富桝憲次、河児哲司、原口決泰各氏をはじめ山口一秋、前田藤三郎、入船勇、前田貞子各

氏の御協力を得た。厚く感謝の意を表したい。

昭和56年3月31日 堀川義英記
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